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略　　歴
石巻湾漁業協同組合監事昭和62年～平成2年
同代表監事平成2～12年
同理事　　12～17年
同第一理事　　17年
同代表理事組合長　　17～19年
宮城県漁業協同組合石巻湾支所運営委員長19年～令和２年６月
宮城県漁業協同組合経営管理委員会委員平成19～26年
同会長26年～令和２年６月
宮城県種牡蛎漁業協同組合監事平成7～10年
宮城県漁業信用基金協会理事　　18年～現在
全国海苔貝類漁業協同組合連合会理事　　21年～現在
全国漁業協同組合連合会理事27年～令和２年６月
全国共済水産業協同組合連合会理事26年～令和２年６月

全国漁業協同組合会長表彰（漁協運動功労者表彰）平成27年
宮城県知事表彰（産業功労）　　28年
一般社団法人大日本水産会（水産功績者）　　29年

　
全
漁
連
の
今
年
度
漁
協

系
統
功
労
者
表
彰
の
受
章

者
が
決
ま
っ
た
。
当
組
合

か
ら
は
３
氏
が
栄
誉
に
輝

い
た
。

　
漁
協
運
動
功
労
者
に
鳴
瀬

支
所
の
前
運
営
委
員
長
・
仙

石
和
男
氏
（
　
）、
漁
業
振

73

興
功
績
者
に
女
性
部
連
絡
協

議
会
の
前
会
長
・
江
刺
み
ゆ

き
氏
（
　
）
＝
石
巻
地
区
支

79

所
＝
と
本
所
ほ
た
て
部
会
の

全
漁
連

 仙
石
氏
ら
３
氏
に
系
統
功
労
者
表
彰
誉
を
受
け
る
の
は
初
。

「
黒
々
と
し
た
ノ
リ
が
で
き

た
が
、
受
賞
は
び
っ
く
り
。

大
変
光
栄
に
思
う
。
今
後
も

精
進
を
重
ね
、
お
い
し
い
ノ

リ
を
全
国
に
届
け
た
い
」
と

意
気
込
み
を
新
た
に
し
た
。

　
壱
、
弐
等
賞
と
技
術
賞
は

次
の
通
り
（
か
っ
こ
内
は
所

属
支
所
・
地
区
。
敬
称
略
）

　
▽
壱
等
賞
　
相
沢
仁
（
石

巻
湾
）
相
澤
太
（
矢
本
）
及

川
輝
明
（
同
）
赤
間
善
勝

（
七
ヶ
浜
・
吉
田
浜
）
佐
藤

勘
二
（
同
・
代
ヶ
崎
浜
）
鈴

木
光
博
（
宮
戸
西
部
）

　
▽
弐
等
賞
　
本
田
智
章

 （石
巻
湾
）
津
田
雅
彦
（
仙

南
亘
理
）
木
村
宏
 （同
）
内

海
洋
倫
（
塩
釜
市
浦
戸
）
内

海
修
一
（
同
）
齋
藤
吉
勝

（
七
ヶ
浜
・
代
ヶ
崎
浜
）
津

軽
圭
一
（
同
）
梶
田
利
一

（
七
ヶ
浜
・
要
害
）

　
▽
技
術
賞
　
丹
野
薫
（
石

巻
湾
）
木
村
清
一
（
仙
南
亘

理
）
津
田
正
次
（
矢
本
）
三

浦
義
孝
（
同
）
星
長
一
（
七

ヶ
浜
・
東
宮
浜
）

業
に
お
い
て
、
ホ
タ
テ
は
貝

毒
の
発
生
に
よ
る
出
荷
規

制
、 ホ
ヤ
に
つ
き
ま
し
て
も
、

貝
毒
の
発
生
や
韓
国
の
禁
輸

措
置
、
漁
船
漁
業
は
、
海
況

の
変
化
に
よ
る
も
の
か
不
漁

が
続
き
、
併
せ
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

消
費
活
動
の
停
滞
に
よ
り
、

漁
家
経
営
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
福
島
第
一
原
発
処

理
水
の
海
洋
放
出
も
懸
念
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
漁
業
者
の

努
力
が
水
泡
に
帰
す
こ
と
が

な
い
よ
う
、
漁
業
者
の
総
意

と
し
て
海
洋
放
出
は
絶
対
反

対
の
意
思
を
示
し
、
美
し
く

豊
か
な
海
を
将
来
に
向
け
、

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
付
加
価
値
向
上

に
よ
る
販
路
の
拡
大
な
ど
を

喫
緊
の
課
題
と
し
な
が
ら
、

組
合
員
の
収
入
増
加
や
漁
家

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
安

心
・
安
全
な
「
宮
城
の
水
産

物
」
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行

う
と
と
も
に
、
水
産
資
源
の

回
復
に
も
取
り
組
む
こ
と

で
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る

水
産
業
の
確
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地

域
の
活
性
化
が
持
続
さ
れ
、

浜
の
活
力
と
な
る
新
規
就
業

者
や
担
い
手
の
確
保
へ
と
つ

な
が
る
も
の
と
思
い
、
ひ
い

て
は
、
水
産
県
み
や
ぎ
の
再

構
築
な
ら
び
に
発
展
へ
の
指

針
と
な
る
も
の
と
確
信
す
る

も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
見
送
り
と

な
っ
た
、「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」
開
催
に
向
け

準
備
を
進
め
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
　
年
目
の
節
目
と
し

10

て
、
支
援
へ
の
感
謝
お
よ
び

復
興
し
た
姿
を
全
国
の
方
々

に
お
示
し
す
る
こ
と
が
、
水

産
県
み
や
ぎ
と
し
て
重
要
と

捉
え
て
お
り
、
役
職
員
一
同

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
傍
ら
、
震
災
後
の
困
難
期

で
あ
る
平
成
　
年
７
月
に
経

26

営
管
理
委
員
会
長
に
就
任
。

津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
浜
の
再
生
を
目
指
す
と

と
も
に
、
組
合
の
経
営
基
盤

回
復
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
「
販
売
力
強
化
が
最
も
重

要
。
組
合
員
の
所
得
向
上
を

後
押
し
し
、
組
合
の
経
営
健

全
化
も
図
れ
る
」
と
考
え
、

全
国
各
地
の
販
促
イ
ベ
ン
ト

に
出
展
。「
水
産
県
み
や
ぎ
」

を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
た
。
組
合

員
に
は
、
高
値
安
定
が
見
込

め
る
共
販
事
業
の
積
極
利
用

　
「
第
　
回
奉
献
乾
海
苔
品

73

評
会
」
の
表
彰
式
が
１
月
　11

日
、
塩
竈
市
の
鹽
竈
神
社
で

開
か
れ
た
。 最
高
賞
の
 「優
賞

（
県
知
事
賞
）」
に
輝
い
た

相
澤
栄
喜
氏
（
　
）
＝
七
ヶ

67

浜
支
所
代
ヶ
崎
浜
地
区
＝
と

 「準
優
賞
 （塩
竈
市
長
賞
）」 の

丹
野
一
雄
氏
（
　
）
＝
石
巻

72

湾
支
所
＝
に
賞
状
と
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
贈
呈
。
両
氏
の
作
品

は
皇
室
に
献
上
さ
れ
る
。

　
品
評
会
は
同
神
社
の
新
年

恒
例
行
事
で
、
産
業
振
興
大

祭
協
賛
会
と
当
組
合
が
主

催
。
審
査
会
は
１
月
６
日
に

開
か
れ
、
当
組
合
　
支
所
が

11

出
品
し
た
１
０
２
点
か
ら
入

賞
作
　
点
を
決
め
た
。
審
査

66

委
員
長
を
務
め
た
県
仙
台
地

方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部

の
末
永
浩
章
部
長
は
「
選
外

と
な
っ
た
作
品
を
含
め
、
い

ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
出
来
栄

え
だ
っ
た
」
と
評
し
た
。

　
相
澤
氏
が
献
上
の
り
の
栄

　
令
和
２
年
秋
の
叙
勲
で
、

当
組
合
の
前
経
営
管
理
委
員

会
長
・
丹
野
一
雄
氏
（
　
）
72

＝
石
巻
湾
支
所
＝
が
旭
日
小

綬
章
（
水
産
業
振
興
功
労
）

を
受
章
し
た
。
在
任
中
は
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復

旧
・
復
興
に
尽
力
し
、
県
産

前
会
長
・
大
江
清
明
氏
（
　
）
64

＝
女
川
町
支
所
＝
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
、
例
年
東
京

都
で
行
わ
れ
る
表
彰
式
が
中

止
に
。
寺
沢
春
彦
組
合
長
が

各
支
所
に
足
を
運
び
、
３
氏

に
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
伝

達
し
た
。

仙石和男氏

江刺みゆき氏

大江清明氏

鹽
竈
神
社
 「
献
上
の
り
」
 

相澤氏 （七ヶ浜 ・ 代ヶ崎浜） が優賞

年
頭
あ
い
さ
つ
 

　
本
年
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
　
年
を
迎
え
る
こ
と
と

10

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
一
年
そ

し
て
一
年
と
、
組
合
員
皆
さ

ま
の
尽
力
の
下
、
復
興
へ
の

確
か
な
歩
み
を
進
め
て
き
た

も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
あ
の
未
曽
有
の
被
害
を
乗

り
越
え
、
漁
業
の
再
生
産
を

可
能
と
し
た
大
き
な
要
因

は
、
眼
下
に
広
が
る
豊
穣
の

海
が
、
復
活
を
目
指
す
私
た

ち
の
背
中
を
強
く
後
押
し
し

た
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
復
興
へ
の
歩

み
の
下
、
昨
年
度
の
養
殖
漁

代表理事組合長  寺沢春彦

復興から発展への転換

水
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
と

販
売
力
強
化
に

も
努
め
た
。

「
支
え
て
い
た

だ
い
た
組
合
員

や
地
域
、
役
職

員
の
お
か
げ
。

感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
」

と
喜
び
を
か
み

し
め
る
。

　
ノ
リ
養
殖
業

丹野前会長に栄誉
旭日小綬章、 功績に光

「献上のり」 に選ばれた相澤氏 （右） と丹野氏

仙
台
湾
に
保
護
区
域
  同
封
チ
ラ
シ
に
詳
細

を
呼
び
掛
け
た
。

　
共
販
品
の
付
加
価
値
向
上

に
も
励
ん
だ
。
ギ
ン
ザ
ケ
の

活
じ
め
「
み
や
ぎ
サ
ー
モ

ン
」
は
地
理
的
表
示
（
Ｇ

Ｉ
）
保
護
制
度
に
登
録
さ

れ
、
カ
キ
は
志
津
川
支
所
戸

倉
出
張
所
と
石
巻
の
３
支
所

が
水
産
養
殖
管
理
協
議
会

（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
認
証
を
取
得
。

ブ
ラ
ン
ド
力
を
よ
り
強
固
な

も
の
と
し
た
。

　
組
合
員
を
対
象
と
し
た
増

資
運
動
な
ど
も
展
開
。
組
合

経
営
は
急
速
に
回
復
し
、
平

成
　
年
７
月
に
震
災
特
例
支

30
援
の
優
先
出
資
　
億
８
千
万

66

円
を
全
額
消
却
し
た
。
昨
年

６
月
に
退
任
。「
復
興
に
全

力
を
傾
け
た
。
２
期
６
年
は

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
　
年
近
い
キ
ャ
リ
ア
を
誇

60
る
ノ
リ
養
殖
は
「
種
苗
に
始

ま
り
種
苗
に
終
わ
る
」
と
説

く
。
安
定
生
産
が
可
能
と
な

る
陸
上
採
苗
を
約
　
年
前
に

30

始
め
、
石
巻
湾
支
所
管
内
に

根
付
か
せ
た
。
今
は
後
継
ぎ

の
息
子
ら
に
培
っ
て
き
た
技

術
を
伝
え
る
毎
日
。「
ひ
孫

と
遊
ぶ
時
間
が
最
も
多
い
か

も
」
と
目
を
細
め
る
。

　
近
年
は
海
洋
環
境
の
変
化

で
獲
れ
る
魚
種
が
減
り
、
漁

獲
量
も
減
少
が
続
く
。
コ
ロ

ナ
禍
で
漁
家
経
営
が
厳
し
さ

を
増
す
な
か
「
良
い
と
き
も

あ
れ
ば
悪
い
と
き
も
あ
る
。

し
っ
か
り
地
に
足
を
つ
け
て

頑
張
る
こ
と
が
大
事
」
と
後

進
に
エ
ー
ル
を
送
る
。



（２）海 と 共 に広　報 令和3年・冬

新
漁
業
法
施
行
 、課
題
克
服
へ
団
結
を
 

れ
ま
す
。
し
か
し
新
漁
業
法

に
お
い
て
漁
民
に
意
見
を
聞

く
機
会
が
設
け
ら
れ
た
の

は
法
制
度
が
出
来
上
が
っ
て

か
ら
で
し
た
。
し
か
も
、
そ

の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
期
間

は
平
成
　
年
の
夏
か
ら
秋
に

30

始
ま
る
臨
時
国
会
が
始
ま

短
時
間
で
し
た
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
答
え
は
簡
単

で
す
。
漁
業
法
の
性
格
が
大

き
く
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
す
。

　
漁
業
は
、
誰
が
ど
の
よ
う

す
。
こ
の
こ
と
が
前
提
に
な

っ
て
お
り
、
特
に
漁
業
権
に

関
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
に
関

し
て
は
、
で
き
る
限
り
地
元

漁
民
が
ル
ー
ル
づ
く
り
に
参

加
し
て
、
そ
の
運
用
・
決
定

に
関
わ
る
も
の
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
政
府
は
、
そ
の
大

　
新
漁
業
法
が
令
和
２
年
　12

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
新
漁
業
法
が
施
行
さ
れ

た
か
ら
と
言
っ
て
す
ぐ
に
浜

が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
こ
の
影
響
は
ジ

ワ
ジ
ワ
と
で
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
旧
漁
業
法
か

ら
新
漁
業
法
に
移
行
す
る

に
あ
た
っ
て
、
気
に
な
る
こ

と
は
な
か
っ
た
で
す
か
。
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

は
新
漁
業
法
の
作
成
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
漁
民
の
意
見

を
全
く
聞
か
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
通
常
、
法
制
化
の
作

業
で
は
、
そ
の
法
が
実
態
の

な
か
で
有
効
に
働
く
か
ど
う

か
を
検
証
し
な
が
ら
進
め
ら

る
ま
で
の
非
常
に
短
い
間

で
し
た
。
説
明
会
は
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
場
と

の
感
覚
の
違
い
な
ど
を
丁
寧

に
擦
り
合
わ
せ
る
な
ど
の
作

業
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
説
明
会
を
通
じ
て

変
更
さ
れ
た
箇
所
は
わ
ず
か

で
し
た
。
国
会
で
の
議
論
も

に
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
そ

の
ル
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に

運
用
し
て
漁
業
者
に
ど
う

守
ら
せ
る
か
と
い
う
特
殊

性
を
も
っ
た
産
業
で
す
。
わ

が
国
で
は
、
ご
存
じ
の
通

り
、
浜
の
在
り
方
が
浜
ご
と

に
違
い
、
漁
場
ご
と
に
い
ろ

い
ろ
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

事
な
「
場
」
と
し
て
漁
業
協

同
組
合
の
設
立
を
促
し
て
き

ま
し
た
。

　
新
漁
業
法
で
は
、
こ
れ
ら

の
こ
と
が
全
て
否
定
さ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
水
産
業
を
成
長
産
業

化
す
る
と
い
う
政
策
目
標
の

達
成
は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ま

業
法
で
は
、「
漁
業
生
産
力

を
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
だ
け

が
目
的
に
な
っ
た
の
で
、
地

元
漁
民
が
ど
う
考
え
よ
う
と

も
漁
業
生
産
力
が
発
展
す
る

の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ

を
行
政
庁
が
決
め
て
よ
い
と

い
う
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

端
的
に
言
う
と
、
地
元
漁
民

の
意
向
に
反
し
て
で
も
、
行

政
庁
が
「
合
理
的
だ
」
と
判

断
す
る
の
な
ら
ば
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
の
委
員
や
、
定

置
漁
業
権
・
区
画
漁
業
権
を

決
定
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、
あ
る
浜
で

周
辺
漁
民
が
嫌
が
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
周
辺
漁
民
の
活

動
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
い
う

合
理
的
理
由
が
な
け
れ
ば
、

地
域
外
の
企
業
を
参
入
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。「
水

産
特
区
」
の
よ
う
な
事
例
で

す
。
　
こ
れ
に
対
抗
策
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
唯
一
あ
る
の

は
、
漁
業
協
同
組
合
の
基

本
を
着
実
に
実
践
し
て
お

く
こ
と
で
す
。
そ
の
実
践
と

は
漁
場
を
常
に
有
効
利
用
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
各
種
事

業
で
組
合
員
の
漁
業
経
営
を

安
定
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
役

員
・
職
員
・
組
合
員
が
ま
と

ま
り
、
世
代
交
代
や
組
合
員

減
少
に
対
応
し
た
や
り
方
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
す
。

学年学　校　名氏　　名題　　名賞部

２年南三陸町立戸倉小学校星　 まつりわたしのおうちのメカブ宮 城 県 知 事 賞

第
　
一
　
部

２年気仙沼市立大島小学校岩井　明澄ドリーム大島とフェリー亀山がいなくなってかなしかったよ宮 城 県 漁 業 協 同 組 合 長 賞

２年気仙沼市立松岩小学校狩野　樹俐おとうさんのおしごと宮 城 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

２年石巻市立鮎川小学校大澤　龍生お父さんの海のしごと宮 城 県 ＪＦ 共 済 推 進 本 部 長 賞

３年気仙沼市立松岩小学校加藤　聖琉海ではたらくお父さん日本漁船保険組合宮城県支所運営委員長賞

３年気仙沼市立大島小学校菊田　築玖ぼくに出来ること。宮城県漁業信用基金協会理事長賞

３年気仙沼市立大島小学校小松　　蓮お父さんとの海の思い出農 林 中 央 金 庫 仙 台 支 店 長 賞

３年南三陸町立戸倉小学校菅野　莉愛きれいな海宮城県漁協女性部連絡協議会長賞

５年石巻市立鮎川小学校木村　海尋こちら第三十六龍丸  大漁です宮 城 県 知 事 賞

第
　
二
　
部

６年気仙沼市立松岩小学校畠山　冬伍大切にしよう山と海宮 城 県 漁 業 協 同 組 合 長 賞

５年石巻市立寄磯小学校浜畑　侑生ぼくたちの希望のホシガレイ宮 城 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

６年南三陸町立戸倉小学校及川　姫星未来へつなぐ宮 城 県 ＪＦ 共 済 推 進 本 部 長 賞

６年石巻市立鮎川小学校石森　咲妃大発見日本漁船保険組合宮城県支所運営委員長賞

６年塩竃市立浦戸小学校行田　望乃大切な海が・・・・宮城県漁業信用基金協会理事長賞

４年石巻市立大原小学校渡辺　隆介自まんできるすごい人農 林 中 央 金 庫 仙 台 支 店 長 賞

５年気仙沼市立中井小学校小山　龍馬自然の水族館宮城県漁協女性部連絡協議会長賞

３年石巻市立万石浦中学校峯井　美和誇れる水産業宮 城 県 知 事 賞

第
　
三
　
部

２年女川町立女川中学校槻木澤玲心海がある町に住むこと宮 城 県 漁 業 協 同 組 合 長 賞

１年気仙沼市立津谷中学校及川　真弥私が育つ海の恵みを生かすために宮 城 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

２年気仙沼市立大島中学校伊藤　心晴海の思い出と今年の夏宮 城 県 ＪＦ 共 済 推 進 本 部 長 賞

１年気仙沼市立唐桑中学校畠山　慎平いつも傍にある海日本漁船保険組合宮城県支所運営委員長賞

３年気仙沼市立大島中学校高須　舞優大島の海を守るために宮城県漁業信用基金協会理事長賞

３年気仙沼市立津谷中学校及川　夏苗私達にできること農 林 中 央 金 庫 仙 台 支 店 長 賞

１年女川町立女川中学校須田　悠介女川の海宮城県漁協女性部連絡協議会長賞

第３6回「みやぎの海の子」作文入賞者

協同組合論


北海学園大学経済学部教授

濱 田 武 士

感
謝
や
思
い
や
り
の
気
持
ち

か
ら
、
震
災
復
興
に
向
け
懸

命
に
歩
み
を
進
め
る
浜
の

姿
、
環
境
・
密
漁
問
題
に
至

る
ま
で
テ
ー
マ
は
多
彩
。
表

彰
式
で
は
各
部
門
で
最
高
賞

の
県
知
事
賞
に
輝
い
た
３
人

が
作
品
を
朗
読
し
た
。

　
峯
井
美
和
さ
ん
（
石
巻
市

立
万
石
浦
中
３
年
）
は
、
ヒ

ジ
キ
の
開
口
を
手
伝
っ
て
感

じ
た
水
産
業
の
仕
事
の
大
変

さ
や
、
そ
れ
を
当
た
り
前
に

こ
な
す
父
へ
の
尊
敬
の
念
を

つ
づ
り
、「
石
巻
で
獲
れ
た

海
産
物
が
日
本
中
、
世
界
中

の
人
々
に
届
き
、
幸
せ
と
喜

び
が
広
が
る
未
来
を
願
っ

て
、
私
は
家
業
と
し
て
水
産

業
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
誓
っ
た
。

　
同
女
性
連
の
内
海
や
ゑ
子

会
長
は
「
幅
広
い
テ
ー
マ
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
驚
く
べ
き
観
察
力
に

感
心
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
後
継
者
不
足
の
な
か

『
将
来
漁
業
を
継
ぐ
ん
だ
』

と
い
う
力
強
い
気
持
ち
を
持

っ
た
子
ど
も
は
頼
も
し
く
も

生
）、
第
二
部

（
小
学
４
～
６

年
生
）、
第
三

部
（
中
学
生
）

の
３
部
門
に
県

内
　
校
か
ら
　

22

75

作
品
の
応
募
が

あ
っ
た
。
海
で

働
く
家
族
へ
の

あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
」
と
喜
ぶ
。

　
入
賞
作
品
は
冊
子
に
ま
と

め
ら
れ
、
応
募
の
あ
っ
た
学

校
や
各
支
所
な
ど
に
配
布
さ

れ
る
。

ー
ク
の
門
間
尚
子
代
表
に
県

産
の
塩
蔵
わ
か
め
４
０
０
袋

（
１
袋
１
５
０
㌘
）
を
手
渡

し
た
。

　
「
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
み
、
調

理
法
も
多
彩
。
長
期
保
存
で

き
る
の
で
、
歯
応
え
と
磯
の

香
り
を
存
分
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と
奥
田
部
長
。

　
門
間
代
表
は
「
こ
れ
ま
で

も
サ
ケ
や
ア
ナ
ゴ
、
の
り
な

ど
多
く
の
温
か
い
支
援
を
頂

い
て
き
た
。
支
え
が
必
要
な

ひ
と
り
親
や
共
働
き
の
家
庭

は
多
い
。
子
ど
も
た
ち
に
宮

城
の
水
産
物
の
お
い
し
さ
を

伝
え
た
い
」
と
感
謝
し
た
。

　
こ
ん
わ
会
は
当
組
合
と
Ｊ

Ａ
宮
城
中
央
会
、
県
生
活
協

同
組
合
連
合
会
、
県
森
林
組

合
連
合
会
、
日
専
連
県
連
合

会
が
豊
か
で
明
る
い
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
設
立
。

　
こ
の
日
の
食
品
寄
贈
は
地

域
貢
献
の
一
環
。
環
境
保
全

米
（
ひ
と
め
ぼ
れ
）、
乾
燥

し
い
た
け
、
み
そ
、
レ
ト
ル

ト
ス
ー
プ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

菓
子
な
ど
も
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
し
て
仙
台
市
内
の
こ

ど
も
食
堂
　
団
体
に
贈
っ

20

た
。

た
ほ
か
、
各
支
所
職
員
の

パ
ソ
コ
ン
な
ど
遠
隔
地
か

ら
入
札
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
入
札
会
場
の
同
総
合
支

所
・
乾
の
り
集
出
荷
所
の
通

信
環
境
を
、
近
距
離
・
低
速

の
赤
外
線
か
ら
Ｗ
ｉ
 ―
 Ｆ
ｉ

に
変
更
。
広
範
囲
か
つ
安
定

し
た
高
速
通
信
で
、
乾
の
り

と
ば
ら
干
し
の
り
の
円
滑
な

入
札
が
可
能
に
な
っ
た
。
結

果
は
自
動
的
に
出
力
さ
れ
、

手
作
業
に
よ
る
集
計
を
行
っ

て
い
た
業
務
の
効
率
化
も
図

ら
れ
た
。

　
大
型
モ
ニ
タ
ー
１
台
で

は
入
札
結
果
が
確
認
し
づ

ら
い
と
の
買
受
人
か
ら
の

意
見
を
基
に
、
２
台
新
調
し

３
台
体
制
に
。
昨
季
に
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

入札状況を遠隔確認
　

システム刷新、 ばら干しも

　
県
沿
岸
部
の
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
第
　
回
36

「
み
や
ぎ
の
海
の
子
」
作
文

（
当
組
合
女
性
部
連
絡
協
議

会
主
催
）
の
表
彰
式
が
１
月

６
日
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
、
入
賞
者
　
人
24

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。

　
第
一
部
（
小
学
１
～
３
年

 海
の
子
作
文
　
人
表
彰

24

テ
ー
マ
多
彩
 、
 観
察
力
鋭
く
 

　
当
組
合
は
乾
の
り
の
今
季

入
札
に
合
わ
せ
、
買
受
人
ら

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
単

価
な
ど
を
入
力
す
る
新
た

な
入
札
シ
ス
テ
ム
を
塩
釜

総
合
支
所
に
導
入
し
た
。
ば

ら
干
し
の
り
の

入
札
に
対
応
し

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
活
動
を

続
け
る
こ
ど
も
食
堂
を
支
援

し
よ
う
と
、
当
組
合
な
ど
県

内
５
団
体
で
構
成
す
る
県
協

同
組
合
こ
ん
わ
会
は
、
み
や

ぎ
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
塩
蔵
わ
か
め
や
米
、
菓

子
な
ど
食
品
を
寄
贈
し
た
。

　
無
料
や
低
価
格
で
食
事
を

提
供
す
る
こ
ど
も
食
堂
は
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
乗
り
切
ろ

う
と
弁
当
配
布
な
ど
に
ス
タ

こ
ど
も
食
堂
に
わ
か
め
寄
贈

塩
蔵
　

袋
 、米
や
菓
子
な
ど
も

400

イ
ル
を
切
り
替
え
て
活

動
中
。
寄
贈
式
は
昨
年

　
月
　
日
、
仙
台
市
の

12

19

み
や
ぎ
生
協
文
化
会
館

ウ
ィ
ズ
で
開
か
れ
、
当

組
合
指
導
部
の
奥
田
一

也
部
長
が
同
ネ
ッ
ト
ワ

門
間
代
表
（
右
）
に
塩

蔵
わ
か
め
を
手
渡
す
指

導
部
の
奥
田
部
長

感
染
対
策
の

観
点
か
ら
電

子
（
フ
ァ
ク

ス
）
入
札
に

も
対
応
し
て

い
る
。

単価を入力する買
受人用のタブレッ
ト端末。 100台導入
した

県知事賞を受
賞した（左か
ら）星さん、
木村君、 峯井
さん

で
は
実
現
で
き
な
い
と
し

て
、
漁
業
制
度
の
し
く
み
を

根
本
的
に
変
え
ま
し
た
。
例

え
ば
、
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
の
委
員
の
選
挙
制
度
や
、

定
置
漁
業
権
と
区
画
漁
業
権

の
優
先
順
位
制
度
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
制
度

は
、
旧
漁
業
法
で
も
行
政
庁

が
最
終
的
に
判
断
し
て
き
ま

し
た
が
、
あ
く
ま
で
「
漁
業

生
産
力
を
発
展
さ
せ
、
あ
わ

せ
て
漁
業
の
民
主
化
を
図

る
」
と
い
う
漁
業
法
の
目
的

の
も
と
で
基
本
的
に
地
元
漁

民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る

「
し
く
み
」
で
し
た
。
新
漁

女
性
部
連
絡
協
議
会

県
協
同
組
合
こ
ん
わ
会

新調した入札会場の大型モニター

乾 の り



（３） 令和3年・冬海 と 共 に広　報

　
気
仙
沼
市
階
上
の
漁
家
の

長
男
。
こ
と
あ
る
ご
と
に
家

を
継
ぐ
よ
う
言
わ
れ
る
の
が

と
て
も
嫌
だ
っ
た
。
会
社
員

と
な
っ
て
十
数
年
戻
ら
な
か

っ
た
頃
震
災
が
あ
り
、
そ
れ

を
境
に
、
父
は
漁
業
を
し
ろ

と
は
一
切
言
わ
な
く
な
っ

た
。 そ
ん
な
父
を
見
て
、 ふ
と

自
分
の
原
点
は
何
か
と
考
え

た
。
自
分
は
海
に
育
て
て
も

ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
気

仙
沼
に
戻
り
漁
師
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
震
災
か
ら
３
年
、
家
業
は

す
で
に
弟
が
継
い
で
い
た
。

移
住
セ
ン
タ
ー
で
住
ま
い
の

相
談
を
し
た
と
き
に
み
や
ぎ

漁
師
カ
レ
ッ
ジ
を
知
り
、
有

給
を
と
っ
て
１
週
間
の
短
期

コ
ー
ス
に
参
加
。
本
当
に
漁

師
を
し
た
い
の
か
、
自
分
の

気
持
ち
を
確
か
め
た
か
っ
た

の
だ
。 そ
の
後
退
社
し
、 長
期

コ
ー
ス
に
再
び
参
加
し
た
。

　
し
か
し
漁
師
カ
レ
ッ
ジ
に

参
加
し
た
時
点
で
　
手
前
、

40

し
か
も
、
現
在
６
歳
を
頭
に

３
人
の
娘
の
父
。「
遅
す
ぎ

る
」
「
オ
カ
で
仕
事
し
た
ほ

う
が
安
定
す
る
」
そ
う
し
た

声
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ
も

覚
悟
の
上
だ
っ
た
。

　
漁
師
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
漁

師
と
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ

た
参
加
者
た
ち
と
日
々
語
り

合
っ
た
。
菊
田
さ
ん
に
と
っ

て
、
弟
が
継
い
で
い
る
と
は

い
え
、
家
業
を
手
伝
う
の
が

漁
師
に
な
る
一
番
の
近
道
。

そ
れ
で
も
あ
え
て
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
を
選
ん
だ
の

は
、
い
つ
か
新
規
就
業
希
望

者
に
自
分
は
こ
う
ス
タ
ー
ト

し
た
、
困
難
を
こ
う
乗
り
越

え
た
、
こ
う
い
う
人
た
ち
に

相
談
し
、
力
に
な
っ
て
も
ら

っ
た
、
そ
う
助
言
で
き
る
存

在
に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
。

　
子
ど
も
の
頃
ば
り
ば
り
働

い
て
い
た
周
囲
の
漁
師
た
ち

に
久
々
に
会
っ
た
ら
、
す
っ

か
り
年
を
取
っ
て
い
た
。
研

修
先
の
漁
家
で
も
高
齢
化
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
の

こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
た
の

も
き
っ
か
け
だ
。

　
力
に
な
っ
て
く
れ
る
親
方

た
ち
に
も
巡
り
会
え
、
組
合

員
に
も
な
れ
た
。
父
が
亡
く

な
っ
た
か
ら
と
船
を
譲
っ
て

く
れ
る
人
も
現
れ
た
。
設
備

投
資
が
最
低
限
で
す
む
タ
コ

か
ご
を
し
な
が
ら
、
未
知
の

唐
桑
の
海
を
日
々
学
ん
で
い

る
。
ワ
カ
メ
を
は
じ
め
、
支

所
な
ど
の
紹
介
で
、
ホ
タ

テ
、 カ
キ
、
ホ
ヤ
、
何
に
で
も

手
伝
い
に
出
か
け
て
い
る
。

　
い
つ
か
は
養
殖
を
や
り
た

い
。
で
も
魚
種
は
限
定
し
な

い
。 「自
分
に
と
っ
て
は
全
て

わ
か
ら
な
い
の
で
、
全
て
が

経
験
に
な
る
」。
苦
労
を
重

ね
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
養
殖

を
続
け
て
き
た
地
元
漁
師
た

ち
に
ゆ
っ
く
り
溶
け
込
み
、

理
解
を
得
な
が
ら
　
年
く
ら

10

い
で
な
ん
と
か
生
計
を
立
て

ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
妻
は
小
泉
海
岸
の
介
護
施

設
ま
で
、
毎
日
１
時
間
か
け

て
通
勤
し
て
い
る
た
め
、
家

事
は
分
担
。
漁
師
に
と
っ
て

貴
重
な
時
間
で
も
あ
る
朝
方

は
、
子
ど
も
た
ち
を
送
り
出

す
た
め
に
親
方
や
バ
イ
ト
先

の
理
解
を
得
て
家
に
戻
る
。

「（
漁
師
の
仕
事
は
）
何
で

も
や
り
た
い
。
で
も
家
族
も

守
ら
な
く
ち
ゃ
。
そ
れ
が
私

の
ネ
ッ
ク
で
す
が
、
ち
ゃ
ん

と
伝
え
、
そ
れ
で
も
い
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
ち
ゃ
ん
と
仕

事
を
し
た
い
」。
今
の
心
配

は
、
妻
が
地
域
に
溶
け
込
む

機
会
が
少
な
い
こ
と
。「
自

分
は
た
く
さ
ん
の
人
の
縁
や

力
添
え
で
こ
こ
で
生
活
し
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
て

い
る
。
妻
に
も
、
こ
の
地
域

で
相
談
で
き
る
人
が
早
く
で

き
る
と
い
い
け
ど
」。
夢
は

夫
婦
船
だ
と
遠
慮
が
ち
に

話
す
。

　
詐
欺
電
話
を
か
け
た
後
に

被
害
者
宅
を
訪
れ
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

手
口
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
県

内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

当
組
合
の
職
員
が
組
合
員
の

カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、
暗

証
番
号
を
聞
き
出
す
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話

で
お
金
の
話
を
さ
れ
た
ら
、

必
ず
家
族
や
警
察
、
組
合
窓

口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
訪
問
す

る
前
に
電
話
で
自
治
体
や
金

融
機
関
の
職
員
、
警
察
官
を

か
た
っ
て
「
持
っ
て
い
る
古

い
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
っ

た
。
新
た
に
作
る
必
要
が
あ

る
」
「
口
座
が
不
正
に
使
わ

れ
て
い
る
」
な
ど
と
だ
ま
す

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
の
手
口
は
年
々

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
医
療

費
な
ど
の
還
付
を
装
う
「
還

付
金
詐
欺
」、
息
子
や
孫
を

名
乗
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、

有
料
サ
イ
ト
の
未
払
い
金
名

　
静
岡
県
出
身
。
ノ
リ
養
殖

を
し
て
い
る
寿
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
嫁
い
で
５
月
で
丸
８
年

に
な
る
。
静
岡
で
は
観
光
バ

ス
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
。

　
寿
さ
ん
は
石
巻
の
渡
波
で

ノ
リ
養
殖
を
し
て
い
た
が
、

親
方
に
請
わ
れ
て
震
災
の

３
年
前
に
七
ヶ
浜
に
来

た
。
震
災
後
は
静
岡
の
兄
を

頼
り
、
運
送
会
社
で
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
る
生
活
に
。
会
社
の

後
輩
の
妻
が
あ
や
さ
ん
の
同

級
生
と
い
う
縁
で
知
り
合

っ
た
。

　
３
度
の
食
事
の
お
金
に
も

困
っ
て
い
た
寿
さ
ん
に
あ
や

さ
ん
が
お
弁
当
を
作
っ
た

り
、
洗
濯
を
し
た
り
し
て
い

た
が
、
お
つ
き
あ
い
が
始
ま

っ
て
３
カ
月
後
の
２
０
１
１

年
　
月
、「
ノ
リ
の
再
開
を

12
す
る
か
ら
戻
っ
て
こ
い
」
と

い
う
親
方
か
ら
の
電
話
で
寿

さ
ん
は
七
ヶ
浜
へ
。
そ
れ
を

追
い
か
け
る
よ
う
に
翌
４
月

に
あ
や
さ
ん
が
来
て
、
１
年

後
入
籍
し
た
。「
不
安
は
な

か
っ
た
。
夫
は
、
良
く
も
悪

く
も
自
信
家
で
、
俺
に
つ
い

て
来
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、『
こ
の
人
に
つ

い
て
い
け
ば
大
丈
夫
』
と
い

う
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
」

と
あ
や
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
る
。「
こ
こ
に
来
た
こ
と

を
後
悔
し
た
こ
と
も
、
帰
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
一
度

も
な
い
ん
で
す
よ
」。

　
親
方
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ

の
経
営
者
た
ち
や
奥
さ
ん
た

ち
に
本
当
に
よ
く
し
て
も
ら

っ
た
と
あ
や
さ
ん
。
仕
事
も

一
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
方

言
を
理
解
す
る
の
に
最
初
は

苦
労
し
た
が
、
彼
ら
が
い
た

か
ら
今
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ

た
と
言
う
。「
奥
の
深
い
仕

事
だ
し
、
や
っ
て
て
楽
し
い

で
す
よ
」。
寿
さ
ん
は
「
ノ

リ
は
ア
ナ
ロ
グ
も
大
事
。
山

を
見
た
り
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を

見
た
り
し
て
、
肌
で
感
じ
て

や
っ
て
き
た
経
験
は
貴
重
」

と
、
常
に
先
輩
方
を
敬
い
、

教
え
を
受
け
て
き
た
。

　
現
在
は
、
５
歳
、
３
歳
、

２
歳
の
子
ど
も
が
い
る
。
想

像
す
る
だ
け
で
た
い
へ
ん
そ

う
だ
が
、「
賑
や
か
で
毎
日

楽
し
い
。
今
ま
で
の
人
生
で

今
が
一
番
充
実
し
て
い
ま

す
。
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
で
い

た
い
」。
冗
談
ば
か
り
言
っ

て
い
る
寿
さ
ん
と
、
笑
い
、

と
い
う
よ
り
爆
笑
が
絶
え
な

い
。
誕
生
日
、
結
婚
記
念

日
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
大
好
き

な
の
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
す
る
前

に
言
っ
て
し
ま
う
寿
さ
ん
。

「
海
の
仕
事
を
し
て
い
る
と

お
し
ゃ
れ
を
す
る
暇
が
な
い

か
ら
か
わ
い
そ
う
」 と
、 流
行

の
服
や
バ
ッ
グ
を
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
買
っ
て
く
れ
る
と
い

う
。「
本
当
に
申
し
訳
な
い
」

と
あ
や
さ
ん
は
恐
縮
す
る
。

　
今
や
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を

務
め
る
寿
さ
ん
。
２
人
の
責

任
も
重
く
な
っ
た
。「
こ
の

ま
ま
海
の
状
況
が
変
わ
ら
ず

に
、
従
業
員
の
人
た
ち
の
生

活
も
安
定
す
る
と
い
い
」

と
、
経
営
者
の
妻
の
顔
も
の

ぞ
か
せ
る
。

　
船
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
海

の
仕
事
の
た
い
へ
ん
さ
も
見

て
い
る
。
人
並
み
以
上
に
働

き
づ
め
の
毎
日
も
知
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
家
の
こ
と
は

な
る
べ
く
お
願
い
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
と
言
う
。
そ

れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
パ
パ

と
寝
た
い
、
パ
パ
と
お
風
呂

に
入
り
た
い
と
言
う
か
ら
、

積
極
的
に
子
育
て
に
も
参
加

し
て
く
れ
る
。

　
「
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
で
い

た
い
っ
す
ね
」
と
あ
や
さ
ん

と
同
じ
こ
と
を
言
う
寿
さ

ん
。 「俺
は
来
て
も
ら
っ
て
よ

か
っ
た
」。 間
髪
入
れ
ず
「
私

も
来
て
よ
か
っ
た
」。
の
り

作
り
の
か
た
わ
ら
、
今
日
も

浜
に
爆
笑
が
響
い
て
い
る
。

七ヶ浜町代ヶ崎浜　坂本あやさん

特殊詐欺に注意 ！ 
巧みな言葉 、 だまされないで

笑
い
絶
え
な
い
家
庭

奥
が
深
い
の
り
作
り

目
な
ど
で
支
払
い
を
求
め
る

「
架
空
請
求
詐
欺
」
な
ど
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
還
付
金
詐
欺
は
「
現
金
が

戻
る
」
と
い
う
心
理
に
付
け

込
み
、
巧
妙
な
語
り
口
で
手

続
き
を
装
い
、
高
齢
者
を
操

作
に
不
慣
れ
な
現
金
自
動
預

払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
に
誘
導
す

る
の
が
手
口
で
す
。
特
に
従

業
員
の
目
配
り
が
不
足
し
が

ち
な
コ
ン
ビ
ニ
が
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付

金
の
受
け
取
り
手
続
き
を
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
電

話
で
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
の
話
に
な
っ
た
ら
詐
欺

を
疑
い
、
す
ぐ
に
電
話
を
切

っ
て
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ

う
。
詐
欺
電
話
に
出
な
く
て

済
む
よ
う
常
に
留
守
番
電
話

に
設
定
し
て
お
く
こ
と
や
、

離
れ
て
暮
ら
す
家
族
と
日
ご

ろ
か
ら
連
絡
を
取
っ
た
り
合

言
葉
を
決
め
た
り
す
る
こ
と

も
有
効
な
予
防
策
で
す
。

唐桑支所 ・ 菊田光一さん （44）

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ

育
て
て
も
ら
っ
た
海
で

い
つ
か
は
後
継
の
力
に
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も
み
ら
れ
、
お
ま
け
に
単
価

が
安
い
。　
、　
月
の
ア
ワ

11

12

ビ
開
口
で
は
、
昨
季
２
度
し

か
出
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
か

資
源
は
豊
富
に
あ
っ
た
。
た

だ
、
ア
ワ
ビ
の
漁
場
に
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
が
真
っ
黒
に
な
る

ほ
ど
増
え
、
磯
焼
け
が
進
ん

で
い
る
の
を
実
感
。
ウ
ニ
の

資
源
も
生
か
し
、
磯
焼
け
も

解
決
す
る
よ
う
な
方
法
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
と
、
危
機
感

を
募
ら
せ
る
。

　
課
題
の
ひ
と
つ
は
高
齢

化
が
少
し
ず
つ
進
行
し
て

い
る
こ
と
。
１
抜
け
２
抜

け
と
い
う
ふ
う
に
組
合
員

が
減
っ
て
い
る
。
し
か
し

「
い
い
ん
だ
い
い
ん
だ
、

俺
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら

終
わ
り
だ
」
と
い
う
組
合

員
が
多
く
、
な
か
な
か
よ

そ
か
ら
新
規
就
業
者
を
受

　
外
洋
で
育
て
る
肉
厚
で
良

質
な
ワ
カ
メ
で
知
ら
れ
、
共

販
で
も
毎
年
最
高
級
の
評
価

を
得
て
い
る
。
北
上
川
が
運

ぶ
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
取
り
入

れ
、
外
洋
の
荒
々
し
さ
が
成

長
を
抑
制
す
る
た
め
、
お
い

し
く
歯
応
え
の
い
い
ワ
カ
メ

が
出
来
上
が
る
。
昨
季
は
残

念
な
が
ら
後
半
シ
ケ
が
続
い

し
て
や
っ
て
い
る
と
武
山
さ

ち
子
支
所
長
。
人
手
が
な
い

人
は
生
で
出
荷
す
る
。

　
青
年
研
究
会
で
は
、
か
つ

て
行
っ
て
い
た
ワ
カ
メ
の
地

種
養
殖
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
、
平
成
　
年
に
試
験
を
開

30

始
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
陸
上

と
か
タ
ン
ク
で
は
う
ま
く
い

っ
て
も
、
沖
出
し
す
る
と
き

に
な
か
な
か
い
い
場
所
を
見

つ
け
ら
れ
な
い
の
が
現
状
。

そ
れ
で
も
、
安
定
し
た
ワ
カ

メ
生
産
を
す
る
た
め
に
、
今

後
粘
り
強
く
そ
の
方
法
を
確

立
し
て
い
く
構
え
だ
。

　
ど
こ
も
同
じ
だ
が
、
ホ
タ

テ
は
貝
毒
に
よ
る
出
荷
規
制

で
苦
渋
を
味
わ
っ
た
。
コ
ン

ブ
は
海
水
温
が
上
が
っ
て
い

る
せ
い
か
、
穴
開
き
、
変
色

北上町十三浜支所 　組合員数228人 （正78人、 准150
人）。 職員は３人。 販売取扱高は令和元年度で４億1200
万円。 うち塩蔵をはじめとするワカメが約４分の３。
  そのほか、 ホタテや塩蔵コンブ、アワビ・ウニなど。
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支
所

 

支
所
を
訪
ね
て

て
刈
り
取
り
が
で
き
ず
、
取

り
残
し
て
い
た
人
の
な
か
に

は
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
漁

業
者
も
出
た
。「
毎
年
、
海

の
荒
れ
方
の
レ
ベ
ル
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
」
と
７
月
か

ら
運
営
委
員
長
に
な
っ
た
西

條
覚
氏
は
話
す
。

　
昨
今
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

来
な
く
な
っ
た
が
、
ワ
カ
メ

の
塩
蔵
加
工
の
人
手
の
ほ
う

は
各
漁
家
で
な
ん
と
か
工
面

ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
な
ど
需

要
も
伸
び
て
い
て
、
水
産
物

全
体
が
低
迷
し
て
い
る
な

か
、
ノ
リ
養
殖
は
順
調
に
推

移
し
て
き
た
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
需
要

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
い
つ

も
の
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ

た
が
、
青
年
部
（
矢
本
浅
海

漁
業
研
究
会
）
の
普
及
・
食

育
活
動
も
活
溌
だ
。
支
所
で

も
小
学
生
の
工
場
見
学
や
市

主
催
の
の
り
漉
き
体
験
な
ど

を
実
施
・
協
力
し
て
い
る
。

　
目
下
の
心
配
事
は
、
機
械

の
入
れ
替
え
。
震
災
後
９
シ

ー
ズ
ン
目
を
迎
え
、
機
械
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
シ

ー
ズ
ン
中
は
３
人
で
１
人
当

た
り
ほ
ぼ
　
時
間
休
み
な
く
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使
う
の
で
消
耗
も
激
し
い
。

ま
た
、
各
個
人
は
３
日
に
１

度
し
か
使
え
な
い
た
め
、
摘

み
た
く
て
も
摘
め
ず
に
「
摘

み
負
け
」
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
だ
。
入
れ
替
え
に

加
え
、
増
台
も
検
討
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
震
災
前
よ

り
も
の
り
の
価
格
は
高
水
準

で
あ
る
が
、
高
額
な
機
械
が

さ
ら
に
値
上
が
り
し
て
い

る
。 「補
助
金
な
し
で
で
き
る

か
ど
う
か
。
で
も
そ
の
時
期

は
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
い

る
」 と
鴇
田
支
所
長
。「
漁
場

も
ま
だ
あ
り
、
伸
び
し
ろ
は

あ
る
の
だ
が
」
と
及
川
運
営

委
員
長
も
頭
を
悩
ま
せ
る
。

　
今
年
の
献
上
の
り
の
品
評

会
で
は
、
残
念
な
が
ら
優

賞
・
準
優
賞
は
逃
し
た
も
の

の
、
壱
等
賞
に
及
川
運
営
委

員
長
ら
２
人
が
選
ば
れ
た
。

外
洋
育
ち
、 歯
応
え
抜
群

西
條
覚
運
営
委
員
長

武
山
さ
ち
子
支
所
長

 　
西
に
鳴
瀬
川
、
東
に
北
上

川
、
中
間
に
定
川
が
豊
富
な

栄
養
を
運
ぶ
恵
ま
れ
た
漁

場
で
、
古
く
か
ら
良
質
な
ノ

リ
を
生
産
し
、
東
松
島
市
の

基
幹
産
業
を
支
え
て
き
た
。

生
産
者
た
ち
の
意
識
も
技
術

も
高
く
、
震
災
前
は
６
年
連

続
皇
室
献
上
を
果
た
し
、
昨

季
は
優
賞
・
準
優
賞
の
ダ
ブ

ル
受
賞
の
栄
誉
に
輝
い
て
い

る
。
今
季
も
順
調
で
、
初
回

の
入
札
で
は
最
高
の
数
量
と

金
額
を
た
た
き
出
し
た
。

「
皆
昼
夜
を
問
わ
ず
働
い
て

い
る
。
誇
ら
し
く
思
い
ま

す
」
と
及
川
輝
明
運
営
委
員

長
は
目
を
細
め
る
。

　
温
暖
化
の
影
響
か
、
県
内

ど
こ
も
そ
う
だ
が
、
こ
の
２

シ
ー
ズ
ン
秋
サ
ケ
が
激
減

し
、
小
型
定
置
を
営
む
組
合

員
は
苦
戦
し
た
。
ノ
リ
の
ほ

う
も
、
温
暖
化
対
策
に
は
余

念
が
な
い
。
残
暑
厳
し
い
時

期
の
種
付
け
に
は
ト
ラ
ッ
ク

で
何
度
も
氷
を
買
い
に
走

り
、
顕
微
鏡
で
見
な
が
ら
最

適
な
水
温
を
保
つ
よ
う
に
し

て
い
る
。
水
温
が
高
い
日
が

続
く
と
、
網
洗
い
の
回
数
を

増
や
す
な
ど
、
ど
こ
に
も
負

け
な
い
ノ
リ
を
生
産
す
る
た

め
に
手
間
暇
を
き
ち
ん
と
か

け
て
い
る
。

　
震
災
前
か
ら
行
っ
て
い
る

陸
上
採
苗
に
よ
り
生
産
も
安

定
。
震
災
後
は
少
数
精
鋭
の

　水産養殖管理協議会（ＡＳＣ）認証取得
の石巻産カキを味わうイベント「いしのま
き牡蠣づくし」が昨年11月21～29日、石
巻市内で開かれました。市中心部の和食店
７店が、身入りの良いカキをふんだんに使っ
たオリジナルの丼物と弁当を提供。大勢の
市民が買い求め、旬の味覚を堪能しました。
　当組合の石巻市東部、 石巻湾、 石巻地区の3
支所と市などでつくる石巻かきブランド化
事業委員会が主催。初日はいしのまき元気
いちば前で、石巻芽生会 （石巻料理店組合） に加盟する各店が計180食を特価販売しました。
　午前10時半の開始前から長蛇の列。市特産のセリをアクセントにした治部煮風丼や、カ
キ料理を詰め合わせた松花堂弁当などが並び、30分ほどで完売する盛況ぶりでした。
　石巻芽生会の阿部司会長（割烹「滝川」代表）は「石巻産カキは自信を持ってお客さん
に薦められる食材。生食が一番だが、一手間加えた新メニューの開発にも挑戦したい」と
話していました。

石巻産カキをＰＲ

飲食店とコラボ、 丼など好評

旬のカキを使った弁当などを買い求める市民 
（昨年 11 月 21 日）

セリが彩りを添える滝川の丼物 （左）。釜で炊き上
げたカキ飯入り弁当も人気でした

課
題
を
整
理
し
解
決
へ

矢本支所　組合員数58人（正19人、准39人）。職員
は４人。販売取扱高は令和元年度で約7億2000万円。
うち91％が乾のり。そのほか生ワカメ、小型定置、ホ
ッキ。良質のノリ生産で知られ、皇室献上の常連。

及
川
輝
明
運
営
委
員
長

鴇
田
勇
一
支
所
長

後
進
育
成
も
順
調

施
設
更
新
が
課
題

漁
場
と
技
術
に
育
ま
れ

恵
ま
れ
た
漁
場
で
上
質
の
り
の
増
産
目
指
す

質
の
い
い
肉
厚
ワ
カ
メ
の
安
定
生
産
を

　
人
で
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

12を
作
り
、
４
棟
の
施
設
を

順
番
に
使
っ
て
い
る
。
従

業
員
に
は
社
会
保
険
や
年

金
な
ど
雇
用
環
境
も
整

え
、
年
雇
用
を
し
て
い
る

た
め
、　
代
の
若
い
人
も
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多
い
。 「年
長
の
生
産
者
の

な
か
に
は
後
継
者
が
い
る

人
も
い
る
し
、
い
な
い
人

は
従
業
員
を
後
継
者
と
し

て
育
て
て
い
る
」
と
鴇
田

勇
一
支
所
長
は
話
す
。
こ

う
し
た
こ
と
に
加
え
、
コ

が
な
い
と
」
と
武
山
支
所

長
。
養
殖
の
水
揚
げ
は
そ
の

う
ち
頭
打
ち
に
な
る
の
で
は

と
西
條
運
営
委
員
長
も
心
配

す
る
。
ホ
タ
テ
、
コ
ン
ブ
な

ど
、
北
洋
系
の
も
の
は
な
お

さ
ら
だ
。
か
と
い
っ
て
、
新

規
に
こ
こ
の
環
境
に
合
う
養

殖
種
を
模
索
し
た
り
、
そ
の

養
殖
方
法
を
確
立
し
設
備
投

資
を
す
る
の
も
な
か
な
か
難

し
い
。「
よ
そ
で
成
功
事
例

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
知
り
た
い
。

研
究
の
途
中
経
過
で
も
い
い

か
ら
き
き
た
い
」
と
西
條
運

営
委
員
長
は
切
実
に
言
う
。

　
ワ
カ
メ
は
芽
落
ち
も
な

く
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
。
早

い
人
は
生
出
荷
を
開
始
し

た
。
あ
と
は
大
き
な
シ
ケ
な

ど
が
な
い
よ
う
に
と
西
條
運

営
委
員
長
も
武
山
支
所
長
も

祈
っ
て
い
る
。

け
入
れ
る
と
い
う
空
気
が
な

い
の
も
現
状
。「
せ
め
て
後

継
者
を
大
事
に
し
た
い
」
と

武
山
支
所
長
は
言
う
。

　
ア
イ
ナ
メ
、
マ
ツ
ブ
が
い

な
く
な
り
、
タ
チ
ウ
オ
や
サ

ワ
ラ
、
フ
グ
が
増
え
た
。

「
海
の
状
況
は
確
か
に
変
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
先
生
き
残

る
た
め
に
は
な
に
か
突
破
口

成
功
事
例
を
参
考
に

矢本漁場でのノリ摘み

豊かな漁場が広がる十三浜地先
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